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北
海
道
帝
岡
大
関
字
教
授
農
壊
博
士
上
原
轍
三
郎
先
生
は
明
治
四
十
五
年
、
東
北
帝
岡
大
事
農
科
大
串
卒
業

後
直
ち
に
職
を
母
校
医
奉
ぜ
ら
れ
て
よ
り
格
始
一
賞
、
或
は
犬
墜
行
政
の
植
棋
に
参
劃
せ
ら
れ
れ

J
¥多
数
の

後
進
を
導
き
、
ζ

L

に
三
十
有
飴
年
を
経
ら
れ
た
。

共
問
、
或
は
附
属
農
場
の
経
替
に
営
ら
れ
農
場
今
日
の
基

礎
を
囲
め
ら
れ
、
或
は
北
海
道
騒
暗
託
と
し
て
中
心
事
業
た
る
拓
殖
政
策
を
指
導
さ
れ
、
更
に
昭
和
九
年
、
附
属

園
書
館
長
、
同
十
一
一
年
北
方
文
化
研
究
室
主
任
等
を
粂
ね
て
研
究
の
基
礎
機
闘
を
間
め
ら
れ
る
等
、
隠
れ
た
功

績
は
大
き
い
が
、
特
記
す
べ
き
は
大
正
十
三
年
農
拳
部
に
植
民
早
講
座
設
け
ら
る
』
ゃ
、
我
闘
に
於
け
る
斯
撃

の
先
駆
高
岡
熊
雄
博
士
の
後
を
享
け
て
嬉
住
教
官
と
・
な
ら
れ
、
我
閣
に
於
け
る
最
高
権
威
と
し
て
活
動
さ
れ

と
で
あ
る
。
先
生
の
皐
風
は
、
そ
の
不
朽
の
名
著
「
北
海
道
屯
岡
兵
制
度
」
道
醸
の
依
蝿
に
よ
っ
て

て
ゐ
る
と

も
の
さ
れ
た
「
甜
菜
糖
業
の
護
連
と
共
、
保
護
政
策
」
並
に
事
位
論
文

「
北
海
道
開
拓
土
地
制
度
の
研
究
」
等

に
於
て
知
り
得
る
如
く
、
地
味
で
は
あ
る
が
織
統
、
正
確
を
旨
と
す
る
も
の
で
、
後
進
の
常
に
推
服
お
く
能
は
ざ

る
と
と
ろ
で
あ
る
。

我
等
先
生
の
後
塵
を
拝
す
る
も
の
、
一
度
先
生
の
率
思
に
報
い
ん
と
し
て
、
在
職
三
十
年

に
営
り
、
論
交
集
の
刊
行
を
企
て
た
が
、
種
々
の
故
障
に
よ
り
延
引
今
日
に
及
び
、
而
も
か
ミ
る
瞳
裁
で
僅
に
貫

現
を
見
た
と
と
は
、
誠
に
汗
顔
の
歪
り
で
る
る
。

然

し

乍

ら

集

っ

た

諸

論

文

は

何

れ

も

大

東

亜

建

設

の

基

礎

的
問
題
に
ふ
れ
た
も
の
で
、
先
生
の
御
専
門
の
植
民
皐
将
来
の
護
民
の
脹
芽
た
る
も
の
が
多
く
存
す
る
。

eド
ト
M
ιμ 



意

味

に

於

て

執

筆

者

一

同

D
意

の

あ

る

と

と

ろ

を

汲

取

っ

て

い

た

ピ

け

れ

ば

と

の

上

も

た

い

幸

で

あ

る

。

昭

和

二

十

年

月

編

輯

者


